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兵庫県淡路市⽴志筑⼩学校

志筑⼩学校では、おもに単元のまとめと家庭での⾃主学習で、ｅライブラリを利⽤しています。学習を終える
ごとに、「あわチャレ︕」と名づけた記録ノートに⾊を塗っていき、成果を可視化しています。
児童が主体的に学習に取り組むよう⼯夫された、ｅライブラリの活⽤⽅法をご紹介します。

⾃分で決めるきっかけにｅライブラリ
ドリルに取り組む児童のそばにはいつも「あわチャ

レ︕」ノートがあります。ノートには、１〜６年⽣の
各教科・単元ごとのドリル教材数が⼀覧表になってお
り、難易度「標準」の教材で１００点を取ると、⼀覧
表に⾊を塗っていく決まりになっています。
１学年分が終わると、先⽣からノートの表紙にスタ

ンプをもらい、スタンプは通学帽につけるバッジと交
換できます。

インタビュー 児童の変容から⼿応えを感じ、教員も変わる

〜ｅライブラリで「チャレンジしてみよう」〜

４種類のバッジをこつこつ集めて
いく楽しさがあります。

校⻑ ⼭本 哲也 先⽣

教室でも⾃宅でも、１００点を取れたら
⾊を塗っていきます。

児童が互いの帽⼦のバッジを⾒せ
合いながら「４年⽣が終わったよ」
「今、５年⽣にチャレンジしているよ」「すごいね、
ぼくもがんばろう」という話題がうまれ、「チャレン
ジしてみよう」と⾃分で決めるきっかけにしてほしい
という、先⽣⽅の思いが込められています。

「あわチャレ︕」は、ｅライブラリをきっかけに児童の「チャレンジしてみよう」という意欲
を引き出すための仕組みです。主体的になってきた児童を⾒て、教員もさらに「あわチャレ︕」
に熱⼼に向き合うようになる、良いサイクルになっています。
また、本校の教育⽬標「⽇本⼀⼈を⼤切にする学校」

は児童、教員、保護者、地域、誰もが共有でき、「みん
なで⽇本⼀を⽬指そう︕」と⼀体感がうまれています。
「あわチャレ︕」で児童に渡すバッジも、地域の⽅々の
協⼒を得て作成することができました。
「⼈を⼤切にする」とは、⾃分を⾼めながら、持って

いる⼒を周りの⼈のために使うことです。
学校が、児童それぞれの良さを発揮して成⻑できる場

であり、居場所であれば良いと思っています。
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授 業 中 も 「 あ わ チ ャ レ ︕ 」

インタビュー 児童の意欲アップのため、より良いものを活⽤したい

単元︓円の⾯積算数

６年担任 南 志乃婦 先⽣

「円の⾯積」では、⾯積を求める⽅法を考え、
公式を導くまでの過程に時間を割きます。ただ、
そのときは「わかった︕｣と思ってもなかなか
定着しないものです。
ｅライブラリには、キーワードが⽳埋めに

なっている問題が複数パターンあり、繰り返し

志筑⼩学校では４，５，６年⽣にタブレットが⼀⼈⼀台整備されており、普通教室を含め、授業で活⽤され
ています。ｅライブラリのドリルを利⽤する、６年⽣の授業をご紹介します。

まず、担任の南先⽣が例題を提⽰し、全体で
ふりかえりをします。そのあと、各⾃タブレッ
トで難易度「基本」からドリルを始めますが、
このとき「あわチャレ︕」ノートも⼀緒に開き
ます。
⾃主学習のときだけでなく、授業中もノート

に⾊を塗って良いことになっており、児童は
「標準」で１００点を取るため、⿊板を⾒返し
たり、友達と教え合ったりしながら問題を解き
進めていきます。

 ドリルはグループで⾏い、友達同⼠で教え合いながら問題に挑戦する。
 先⽣からの「計算ミスに注意︕」の呼びかけを聞き、計算ノートを出したり「学習メモ」
を利⽤したりしながら途中計算にじっくり取り組む。

 先⽣の説明を聞くときはタブレットを伏せ、前の⿊板に体を向ける。

児童の様⼦

▲ ○が並ぶことが嬉しく、
「リトライ」することが
習慣になります。

解くことで定着につながります。間違ったときは、⼤きく「×」と表⽰されるので、児童は「どう
して間違ったんだろう︖」と考え、解答解説や解説教材を、⾃然と読むようになります。そして
「リトライ」をしてドリル画⾯の上に「○」が並んでいくのを⾒ると、とて
も喜びます。
ｅライブラリでは、学年・教科ごとの学習履歴が詳しくグラフ化され、ふ

りかえりに有効です。⼀⽅で、「あわチャレ︕」ノートのように、全学年・
全教科の教材⼀覧をまとめて⾒渡すことができ、⾊を塗った箇所が増えて
いくのを⾒られることも、児童の意欲アップにはとても⼤事なことです。
単元のまとめの内容によって、デジタルドリルとプリント等の問題を使い

分けることも⼤事なように、より児童の意欲が増し、理解の進む⽅法を選び、
使い分けていきたいと考えています。

授業中も「あわチャレ︕」を意識することで、「ここまでやろう」という先⽣からの指⽰を受け
るだけでなく「ここまでやる」と⾃分で決め、主体性を増すきっかけになっています。


